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注意欠陥・多動性障害児に対する音楽療法
野尻恵美子
(2004年１月20日受理）
せることを試み、発散できる方法を獲得したら次
の段階としてそれを一定の音楽的秩序のなかにコ
ントロールすることを学習させるという方法で、
行動を適応的に変えていくのである。このように
日常生活における問題行動の背景にある情動を音
楽活動に移し変えることが障害児への音楽療法の
大きな意義であるといえる。
ＩＬ目的
対象児はＡＤＨＤの診断を受けているが、最も
目立った問題行動として攻撃的、破壊的行動があ
げられた。また中程度の知的障害も併せ持ってい
た。そのため音楽療法のなかでその問題行動をい
かに適応的な音楽活動に移し変え、日常生活の中
での攻撃的、破壊的活動を減少させていったかを
分析、検討することを本研究の目的とする。
さらに治療仮説として「音楽は発散的であり、
情動の直接的発散をもたらす方法を提供する」と
いう音楽の特性が適応的な音楽活動への移行を可
能にし、「音楽は一定の法則性の上に構造化され
ている」という特性を利用して、音楽活動を行う
ことにより秩序形成を促し､認知機能の発達を促
進させることが可能であると考えられた。
Ｌはじめに
注意欠陥・多動性障害は、ＤＳＭ－Ⅳにある診
断名であり、日常行動の中で特徴となる症状がみ
られるかどうかという点で診断される症候群であ
る。気が散りやすく一つのことに集中できず、落
ち着きなく動きまわるというのが大きな特徴であ
る。「７歳以前に発症し、『不注意』「多動性』
｢衝動'性』の面での特徴をもち、それによって集
団や家庭のなかで、あるいは友だち関係において
不適応を起こしており、まわりも本人も困り、生
活上なんらかの援助が必要なケースと言い換える
ことができる｡｣')直接的な原因は不明であり、親
の育て方やしつけの悪さにより起こるものではな
く、何らかの中枢神経機能障害が背景にあると推
測される。
音楽は人間の機能としては、聴覚系と深く結び
ついており、脳を中心とする身体的機能と密接な
関係を持っている。さらに音楽活動をするという
水準では、触覚、視覚、運動系との協調が必要に
なり、統合的心身活動が求められる。このことは
人間の精神身体の発達にとって、音楽が重要な役
割を果たしているということであり、発達促進的
なアプローチに音楽活動が導入される意義でもあ
る。障害児は、欲求情動を適応的に発散すること
が苦手な者が多いが､音楽は彼らのなかに押し込
められている欲求情動をうまく発散する機会を提
供することになる。つまり問題行動に含まれてい
る欲求や情動を、問題行動として表面化している
行動に最も近い音楽活動に移し変えていくことが
可能である。暴力的な行為が見られる場合は､攻
撃'性の発散に適した楽器や運動を提供して発散ざ
Ⅲ方法
①対象児について
対象児は平成６年生まれの男児であり、治療
開始時は特殊学級の２年生であった。ＡＤＨＤと
知的障害を併せ持っていた。家族構成は父､母、
兄２人、姉１人、妹１人であり、治療期間中にさ
らに下の子が生まれた。
日常生活に関しては時々失敗もするがほぼ自律
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していた。交流状況は、言語は出るがはっきりせ
ず、同じことを何度も繰り返し話したり、おうむ
返しであることが見られ、その内容も意味の通じ
ないことが多かった。意味のある会話としては、
対象児が自分の要求を「～ほしい」と二語文で伝
えることは可能であった。またセラピスト（以下
Th）の指示も二語文程度であれば理解できた。
認知機能の発達状況は、Ｔｈ、コワーカー（以
下Ｃｗ）のことは正確に認知していた。文字は書
こうとしなかったが、自分の名前などの特定の字
は読むことが出来た。楽器の操作はたたく楽器で
あれば操作することは可能であった。秩序形成に
関しては、Ｔｈが指示をしても椅子に座ろうとは
しなかった。
運動機能の発達状況には遅れはなかった。しか
し高いところを好み､セッション中ピアノの上に
あがり、なかなか降りてこないことが多かった。
行動特性は、治療開始時はとにかくＴｈや母に対
しての暴力行為や破壊的な行動が目立った。その
反面、Ｔｈに抱きつく行動も好んでいた。また高
いところを好むという特`性もあった。破壊行動と
しては楽器などを天井に投げることやピアノのハ
ンマーを次々と折ってしまうことがあった。Ｔｈ
が制止してもおさまらず、無理に止めさせようと
するとさらに激しく暴れた。その他狭いところを
好み、学校では対象児が暴れている際、毛布など
で包むと落ち着くとのことであった。ＯＴからの
情報でも触覚刺激を好むとのことであった。医師
から処方された薬剤を使用しており、症状によっ
て服用する量を変更している。
②治療構造
期問：
平成13年９月～15年12月現在継続中
頻度：
週１回40分の個人セッション計58回実施
場所：
仁愛女子短期大学音楽館
人的構造：
Ｔｈｌ名、Ｃｗの参加は対象児の発達段階や
短期目標に応じてその都度判断したＳｌ～３
はＣｗ参加、Ｓ４～12はＴｈのみ、Sl3～５０
はＣｗ参加、S51からはＴｈのみで行った
母親もＳ５までは入室したがその後はＴｈ
の判断で入室していない
③長期目標
暴力的、破壊的行動の減少
認知機能の発達を促進させる
Ⅳ、経過と結果
治療過程の中で対象児の変化に伴い、四つの期
間に分けて治療経過および結果を記述する。
第一期短期目標
Ｔｈとの治療関係の樹立Ｓ１～Ｓ１２
この時期は、Ｔｈとの治療関係の樹立を目標と
し、Ｔｈが対象児にとって欲求充足の対象となる
ように、対象児の好む活動を見つけるため様々な
楽器や遊具を置き、Ｃｗと母も同室ざせセッショ
ンを行った。この時期の初期のセッションでは、
セッションを行う部屋に入るのを嫌がり入室前か
ら泣き叫び、母に対して蹴るなどの暴力行為が多
く見られた。また楽器や遊具を投げたり倒したり
することも多かった。特に母が退室した際には、
椅子や机なども倒し、大声をあげて暴力的、破壊
的行動が激しかった。Ｔｈは音楽活動を行うこと
で対象児の破壊的エネルギーを適応的に発散させ
ようと考え、打楽器を好きなようにたたかせよう
と試みたが対象児は音楽活動には興味を示さなか
った。Ｔｈは対象児が行動を抑制されることなく
自由に遊ぶことの出来る空間を提供するため、投
げられるものを撤去し、トランポリンとビーチボ
ールのみを置き、刺激を最小限に抑えるためＣｗ
も参加しない治療構造に変化させた。また母親も
入室しないで行うことにした。行った活動はトラ
ンポリン、Ｔｈとのキャッチボール、ボーリング
であり、やはり音楽活動には興味を示さなかった。
対象児の行動特性としてピアノの上にあがるな
ど、高いところを好むことがあげられた。そのピ
アノのハンマーを次々に折るという破壊活動が激
しくなったのでざらにピアノも撤去し、壊れない
キーボードに変更した｡対象児は触覚刺激を好み、
セッション中布に包まったりトランポリンを跳ぶ
際手をつないでいるＴｈに抱きつくなどの行動も
多く見られた。
先に述べたように第一期ではほとんど音楽活動
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させることを目的とした楽器として適していたと
考えられ､対象児は好んでたたいた。またこの時
期は秩序形成のため、セッションの中で椅子に座
らせる時間を作ろうと考えた。対象児は入室時に
アルバムや本などを持参していることが多かっ
た。Ｔｈが活動の妨げになるためセッションが終
わるまで預かろうとしても嫌がり、いつまでも床
で見ていることがあった。そこで椅子に座って机
の上で見るように指示をするとそれに従い､一定
の時間机に向かい椅子に座ることが可能になっ
た。また始まりと終わりの歌の際も椅子に座って
行うことが出来るようになり、帰りたくなると対
象児から終わりの歌を歌うようになった。このよ
うな呼びかけ技法の使用で音楽と行動の一致が出
来るようになり、秩序形成や認知機能が発達した
と考えられる。第二期に入り、対象児の破壊的行
動は減少していたが、S21に小楽器を天井に投げ
つけ電気を壊すということがあった。その際Ｔｈ
は「～〈んが壊したんだよ。だめでしよ」と対象
児にその行動が悪いことであることを言語で伝え
た。対象児は自分が悪いことをしたことを認知し
ており、次のセッションの際も壊れた電気のこと
を気にしていた。
打楽器の活動は対象児が好きなようにたたくこ
とからＴｈのピアノに合わせて一定のリズムでた
たく活動に水準を上げていった。この時期の対象
児は曲の開始と終了は認知できておらず、ピアノ
が終わっても打楽器をたたきつづけることが見ら
れた。しかし一定の時間であれば対象児の決めた
テンポでたたけるようになった。これらの活動も
対象児の秩序形成､認知機能の発達を促したと考
えられる。
以上のように第二期では音楽活動を取り入れ、
課題を設定してセッションを行った。その過程で
対象児は徐々にＴｈの言語の指示に従えるように
なり、Ｔｈに対するつば吐きや物を投げる行動も
減少していった。この時期の薬剤の服用量は、朝
リタリン８ｍｇ、午後リスパダール１ｍｇになり、
第一期に比べ、服用量が減少した。
第三期短期目標
引き続き音楽による'肩動の発散Ｓ28～S５０
第三期では第二期で暴力的、破壊的行動が減少
'よ行わなかったが、セッションを進めるうちに
｢かえるの歌」の歌詞を変えて作った「トランポ
リンの歌」は覚えてよく歌うことが見られた。ま
た「ぶんぶんぶん」も歌うようになった。しかし
学校では対象児が歌を歌うことはまったく見られ
ないとのことであった。暴力的、破壊的行動のほ
かの問題行動としてつぱ吐きと、対象児が自分の
手を噛むという自傷行為があった。その際対象児
の好む活動を提供するとおきまることから自分の
エネルギーを思うように発散できないときに見ら
れるということが推測された。また恩いつきり壁
を蹴ることもあったが、それはトランポリンを跳
ぶことで適応的な活動に変えていくことは出来た。
このようにＴｈが対象児の行動を制限すること
なく受容することにより、対象児はＴｈを欲求充
足の対象であると認知し〆治療関係が樹立していった。それに伴い対象児の暴力的行動も減少して
いった。第一期の薬剤の服用量は、朝リタリン
8ｍｇ、午後リタリン５ｍｇであった。
第二期短期目標
音楽活動によって'清動を発散させるＳ13～S２７
第一期のＴｈのみとの関わりの中の自由構造に
おいて治療関係は樹立きれ、それと共に破壊行動
も減少した。そのため対象児の発達段階に応じて
音楽活動を取り入れ適応的に発散させることを目
標に置いた。また秩序形成の促進と認知機能の発
達のため、自由構造から課題設定の構造に変化き
せていった。そしてＣｗも参加させた。Ｃｗが入
ることでＴｈに対する抱きつき行動が減少した。
これは他人の視線を意識してのことであると考え
られた｡一方で第一期から続いていたつば吐きが、
明らかにＴｂに向けて行われるようになり、回数
も増加した。対象児はＣｗに対する関心も見ら
れ、Ｃｗがいないセッションの際「おねえさんは」
と何度もＴｈに質問することが見られた。
行った主な活動は､対象児の好むトランポリン、
キャッチボールを中心に打楽器のリズム打ちを取
り入れたプログラムを組んだ。打楽器はシンバル
を使用し、同質技法を用い、対象児に好きなよう
にたたかせることを行った。対象児は以前のよう
にバチを投げることもなく恩いつきりたたいた。
特にシンバルは響いた大きな音が出るため、発散
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し、音楽活動が行えるようになったため引き続き
Ｃｗを入室させ様々な楽器も置いてセッションを
行った。この時期の初期はやはり対象児が本や絵
の具を持参していたが、セッションの妨げになる
という母親の判断で入室前に取り上げられること
があった。すると再び泣いたり、楽器を投げるな
どの暴力行為が激しくなった。この時期に行った
主な活動は｢アンパンマン｣などのキャラクターの
パズル、トランポリン、描画、たいこのリズム打
ちであった。しかし活動の最中にＴｈやＣｗに
対してつばを吐いたり、殴る蹴るなどの暴力行動
や、置いてある楽器やクレヨンを投げるなどの破
壊活動が激しくなった。そのような行動を行って
いる対象児は非常に興奮していることが多かっ
た。そのため再度、投げると危険なものは部屋に
置かずにたし】こもバチ無しで素手でたたかせるよ
うになった。Ｔｈはそのような暴力的、破壊的行
動が悪いことであることを対象児に認知させるた
めにすでに治療関係が樹立され、対象児とＴｂと
の間で信頼関係が成立していると判断したため、
Ｔｈに向かってつば吐きが出来ないように対象児
の頭を押さえたり、物を投げた対象児の手を強く
握るなどの行動による制止を行った。すると反対
に対象児はＴｈのそれらの行動を喜び、わざと物
を投げＴｈに自分から手を差し出し、その手を強
く握るよう要求した。また物を投げた後で対象児
が自分で「だめ」と言ってＴｈが制止する言語を
発することもあった。このように対象児はそれら
の行動が悪いことであると認知したうえで、Ｔｂ
の関心を自分に向けさせるための手段として暴力
的、破壊的行動を行っていると推測された。この
ことは同じ暴力行動でも第一期に起こっていたも
のとは`性質が異なっていた。Ｔｈの制止行動が対
象児にとって問題行動を強化させる要因となって
いると考えたため、対象児の問題行動に対して
Ｔｈはあえてそのことを指摘せず、無視をすると
いう対応に切り替えた。すると対象児にとってそ
のような行動が意味を持たないものとなり次第に
Ｔｈに対する暴力行為が減少した。また対象児が
机や椅子などを投げて暴れた際には、ＴｈとＣｗ
が部屋の外に出て対象児をしばらく－人にさせ
た。すると対象児はしばらくはそれらを投げてい
たが、じきに静かになって一人で遊んでいた。さ
らに描画活動の際に対象児が机に落書きをするこ
とも見られた。やはり対象児はＴｈに怒られるこ
とを望んでおり、自分で「あ_あ」などと言い、
Ｔｈの反応をうかがっていた。そこでＴｈは落書
きをしたことには言語で反応せずに机を外に出し
没収するということで対応した。対象児に机がな
くなると不自由であり、落書きがいけないことで
あることを認知させることが目的であった。この
ようなＴｈの反応により対象児の暴力的、破壊的
行動は再び減少していった。特に対象児は－人に
されることを嫌がり、問題行動の後出て行こうと
するＴｈに抱きつくことが見られた。
以上のような「計画的無視による消去」と「タ
イムアウト法」は対象児の問題行動を減少させる
ために効果的であった。しかしそれは第一期、第
二期を通してＴｈと対象児の間で信頼関係が確実
に成立され、対象児にとってＴｂが自分を受容し
てくれる相手であると認知していたために使用が
可能であったと考えられる。
そのような中でこの時期に行った音楽活動はピ
アノが鳴っている間だけトランポリンを跳んだ
いたいこをたたくという活動であった。対象児
はやはり曲の始まりと終わりの認知は出来ていな
かった。そのためさらに分かりやすく、曲が止ま
ったら椅子に座り、曲が始まったら歩く活動も取
り入れた。Ｔｈがモデリングを行うと次第に出来
るようになっていき、対象児は徐々に音に関心を
向け曲の始まりと終わりを認知するようになっ
た。そして第三期の終わりになると問題行動はな
くなり椅子に座り活動に集中できるようになっ
た。また顔を描かせると正確ではないが目鼻、
口をイメージして描けるようになった。この時期
の薬剤の使用量は、初めは第二期と同じで、朝リ
タリン８ｍｇ、午後リスパダール1ｍｇであったが、
S38からは朝リスパダール1ｍｇ、午後もリスパダ
ール１ｍｇとなり、更に使用量が減少した。
第四期短期目標
認知機能の発達Ｓ51～S５８
第三期で激しかった対象児の問題行動が減少
し､集中して活動を行うことが可能となったため、
この時期では音楽活動を行うことで認知機能の発
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達を促すことを目標にあげた。第三期ではＣｗが
入室していてもＴｈの指示で活動出来るようにな
っていたが、学校では先生と－対一で指導を受け
るほうが集中出来るとのことであった。そこで再
び治療構造を変化させ、Ｔｈと対象児のみのセッ
ションにした。行った主な活動は、パズル、トラ
ンポリン、たし､このリズム打ち、Ｔｈの動作を模
倣する活動であった。パズルは文字や数字の学習
のためキャラクターのパズルではなくひらがなと
数字のパズルに切り替えた。これは対象児が好ん
でいることもあって集中して机に向かう時間を作
ることを目的に取り入れた。初めはパズルが途中
でも歩き回ることがあったが、次第に終わるまで
座っていられるようになった。たいこのリズム打
ちでは、まずＴｈがピアノで演奏する曲が始まっ
たらたたき、終わったら止めることを行い､対象
児の発達段階に合わせ、曲の途中でＴｂがピアノ
を止めて、それに合わせて対象児もたいこを止め
るという活動へと水準を上げていった。これは対
象児にとって適応水準を上回る活動であったが、
回数をこなすうちにＴｈの音を聴くようになり可
能となった。それに伴い対象児は音楽そのものに
関心を持ち始め、弾いて欲しい曲を自分からＴｈ
にリクエストするようになった。そしてシンバル
を自分から選ぶなど、好きな楽器を対象児自ら取
りに行くことも見られるようになった。Ｔｂの動
作を模倣する活動は対象児がリクエストした「大
きな栗の木の下で」を用い、Ｔｈと同じ動きをす
るように指示をした。これはなかなか困難であり、
正確に模倣は出来ないが徐々に可能となった。対
象児に物の大小を認知させるため、「小さな栗の
～」の部分では動作を小さくしたり、たいこのリ
ズムうちの際、Ｔｂが弾くピアノの強弱に合わせ
て対象児も音の強さをコントロールする活動を取
り入れた。この課題はまだ達成できておらず、小
さな動きは不可能であり、たいこは常に恩いつき
りたたいている状態である。物の大きさを認知す
ることや､強弱を判断して力をコントロールする
ことは認知機能の発達につながり、今後の課題と
なっている。この時期では、対象児が歌を歌うこ
とも多く、自分でリクエストした曲をたし､こをた
たきながら歌うことも見られている。対象児にと
って週に一回のセッションの時間はとても楽しみ
になっており、対象児が楽しみながら認知機能を
発達させる場となっていると考えられる｡
第四期ではＴｈのみとの関わりの中で対象児は
より集中してＴｈの指示に従うことが出来るよう
になった。そしてうろうろと落ち着きなく部屋を
歩き回ることもなくなり、始まりと終わりの歌を
正しく歌えるようになるなど、音楽活動を通して
認知機能の発達を促すことが出来た｡この時期の
薬剤の服用量は、第三期と同様であった。
Ｖ・考察
以上の治療経過の中で、まず第一期において
Ｔｈが対象児の暴力的、破壊的行動を制限するこ
となく完全に受容することにより対象児にとって
Ｔｈが信頼できる相手であると認知させたことが
重要であったと考えられる。
ウイニコットは対象を求めることについて考察
している。「反社会的な患者は、より信頼できる
環境かどうかを感知し、その安定性や安全性の質
を絶えず試しては再点検するのである。－略一
早期に環境の失敗を体験したほとんどすべての患
者は、その状況が信頼できる様相を与えているか
否か、それは本当に信頼できるか否かについて、
見とどけて試すために長い治療期間を費やさねば
ならない。確かに、治療者がどんな人であるか、
その人がどのような種類の訓練を受けてきたのか
は、ここではきわめて重要である。患者は自分が
落っこときれないということを実質的に保証して
くれる抱える環境を治療者が提供できていると感
じるまでは、本当の構造的な退行に自分が入って
いくことはできないであろう。｣2)とある。特に
Ｔｈとの－対一の治療構造は、対象児に安心感と
Ｔｈに対する信頼感を与えることに効果的であっ
た。そのため第一期においてＴｈのみとの関わり
の中で治療関係を樹立させることが出来､第二期、
第三期において音楽活動によって発散させるとい
う治療目標を達成させることが出来た。第三期で
は対象児の問題行動が再度激しくなり、発達水準
が以前の段階に逆戻りしたかの印象であった。こ
れは音楽活動を行うことで対象児が退行したと考
えられ、それにより緊張感を取り除き、抑圧して
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によって適応的に発散させるため、対象児に打楽
器をたたかせた。ここではあえてリズムやテンポ
などを指示せずに、対象児の自由な表現を受容し
た。次に対象児の発達段階に応じて、対象児に一
定の秩序を内在化させるために音楽の持つ法則性
を利用してＴｈが指示した方法でたたく活動に段
階をあげていった。これにより音楽活動を行うこ
とで対象児の認知機能の発達を促すことが出来
た。このように音楽は感覚運動段階の原始的水準
から抽象的思考様式の段階まで、様々な段階の認
知機能に対応する活動を提供することが出来るた
め、対象児がどのような発達水準にあっても、音
楽療法は発達を促進させる技法として効果的なの
である。また治療過程の中で、対象児が服用した
薬剤の量が減少していった。このことからも音楽
療法が対象児にとって有効であったと推測きれる。
本対象児に対する治療は、対象児の特性として
破壊的暴力的行動が最も目立っており、そのエネ
ルギーがＴｈに向かったということもあり、Ｔｈ
としては身体的にも精神的にも忍耐を要するもの
であった。しかしこれらの対象児の行動は発達過
程において意義のあるものであり、それを受け止
める必要があった。「よきウイニコット学派の治
療者は『破壊される」用意がなされていなければ
ならない。ここにつけ加えられることは、打ち倒
されるがいなくならない治療者の重要性について
である。そのような治療者は、発生期にあり、最
終的には十分に発達する、建設的で修復的な患者
の活動を認めることができる。－略~もし思い
やりの能力に関する適度な発達ラインが治療状況
で再現きれれば、たとえこの感情が最初に患者の
偽りの自己によって以前は表されていたとして
も、真の思いやりの能力を創造することがときに
可能である｣6)からである。
本セッションは今後も継続するが、次の課題と
しては引き続き認知機能の発達があげられる。特
に対象児は表現力が乏しいため、象徴機能の発達
と、自分の気持ちを言語化できる能力の発達を目
指していこうと考えている。
いた情動が表面化したのだと推測される。また
｢ウイニコットにおける発達は、実際は直線的で
はなく、らせん状に展開していく。前進はほとん
どいつも一時的な退行をともない、その退行は病
的なものではなく、休息場所を提供するという、
たとえば、Mahlerとその同僚が述べた再接近期
に組み込まれるホームベースに戻るといったも
の｣3)であるため、第三期は、次の第四期に対象
児の秩序形成能力や目標に上げた認知機能が発達
するための過渡期であったとも考えられる。第三
期に起きた対象児の問題行動に対してＴｈは、
｢計画的無視による消去」と「タイムアウト法」
を用いて対応した。これらは困った行動を減らす
ための技法であり、「適応的な行動と同じように
困った行動も子どもが偶然学習し獲得したものだ
という立場をとる。問題行動を少なくするには、
行動が生じてもその後で強化となるような事柄が
起きないようにする。行動が起こっても強化され
ないためこれを消去とよぶ｡｣いものである。先に
述べたように第一期において治療関係が樹立し、
対象児がＴｈに対して信頼感を持つことが出来て
いたためにＴｈはこれらの技法が使用可能である
と判断し、それにより問題行動の減少を促すこと
につながった。言い換えれば、対象児はＴｈに対
し、「対人安全保障感」を持っていたと考えられ
る。これはサリヴァンの「対人関係論」で述べら
れており、「サリヴァンはヒトが追求する目的を、
生物的な食欲、睡眠欲といった「満足欲求』、心
理的・社会的な『対人安全保障感」とに分けた。
無力なままこの世に生を受けるヒトにとり、その
生存のいかんは、周囲の『重要人物」の態度にこ
そかかってくる。周囲の『重要人物」を相手とす
る『安全保障感獲得作戦』の成否が、後年の種々
の心的破綻に関係してくることとなる｡｣5)として
いる。対象児がThの関心を自分に向けきせるた
めの手段として問題行動を行ったが、それらの行
動では対象児の欲求を満たすことは出来ないと認
知させた。そして再び第四期でＴｂと対象児の一
対一の治療構造にして対象児を受容しながら認知
機能の発達を目指した。
今回の治療においての音楽の使用方法をまとめ
ると、まず対象児の破壊的エネルギーを音楽活動
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